
【学生との連携l【SNS】
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終
戦
時
、
多
く
の
日
本
人
の
帰
国
者
を
迎
え
た

”引
き
揚
げ
の
ま
ち
“
と
し
て
知

ら
れ
る
京
都
府
舞
鶴
市
。
引
き
揚
げ
や
シ
ベ
リ
ア
抑
留
な
ど
の
史
実
と
、
引
揚
者

を
温
か
く
迎
え
た
ま
ち
の
歴
史
の
継
承
活
動
を
行
う
「
舞
鶴
引
揚
記
念
館
」
で
は
、

来
館
者
の
増
加
を
目
的
に
開
設
し
た
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
を
活
用
し
、
首
都
圏
の
大

学
に
通
う
学
生
と
連
携
し
た
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
若
者
へ
の
継
承
活
動
」
か
ら
「
若
者

に
よ
る
若
者
へ
の
継
承
活
動
」
へ

舞
鶴
引
揚
記
念
館
は
1
9
8
8
（
昭
和

63)
年
に
開
館
。
館
内
に
は
、
シ
ベ
リ
ア

の
地
で
使
用
さ
れ
た
コ
—

卜
な
ど
の
防
寒

着
、
「
引
揚
証
明
書
」
な
ど
の
文
書
類
、

シ
ベ
リ
ア
抑
留
中
に
紙
の
代
わ
り
に
白
樺

の
皮
を
使
用
し
、
故
郷
へ
の
思
い
を
和
歌

に
し
て
書
い
た
と
い
う
「
白
樺
日
誌
」
、
抑

留
者
が
日
本
の
家
族
に
あ
て
て
送
っ
た
伊

虜
用
郵
便
葉
書
、
収
容
所
の
様
子
を
描
い

た
記
録
画
な
ど
、
全
国
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
2
0
1
5
年
に
は
、
所
蔵
す
る
引
き

揚
げ
関
連
資
料
「
舞
鶴
へ
の
生
還
ー
9
4

5
ー

1
9
5
6
シ
ベ
リ
ア
抑
留
等
日
本

人
の
本
国
へ
の
引
き
揚
げ
の
記
録
」
が
、

ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。
記
念
館
は
、
子
ど
も
た
ち
の
平
和
教
育

や
社
会
人
の
研
修
の
場
と
し
て
も
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
引
き
揚
げ
の
史
実

と
平
和
の
尊
さ
を
語
り
継
い
で
い
く
上

で、

市
民
な
ど
に
よ
る
語
り
部
の
存
在
も

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、

「若
者
へ
の
継
承
活
動
」
か
ら
「
若
者
に

よ
る
若
者
へ
の
継
承
活
動
」
に
力
を
入
れ

一

■
大
学
生
と
連
携
し
S
N
S
で
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
舞
鶴
市

て
お
り
、
舞
鶴
市
内
の
中
高
生
に
よ
る
語

り
部
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
記

念
館
は
修
学
旅
行
の
訪
問
先
と
し
て
も
利

用
さ
れ
て
お
り
、
大
阪
や
奈
良
、
兵
庫
の

学
校
か
ら
の
来
訪
が
増
え
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
来
館
者
が
減
少
す
る
中
、

コ
ロ
ナ
収
束
後
の
来
館
者
増
加
を
目
的

に
、
同
館
で
は
昨
年

7
月
に
フ

ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
を
開
設
。

1
年
が
経
過
し
た
現

在
、
全
国
か
ら
2
5
0
0
以
上
の
フ
オ

口

ワ
ー
を
集
め
る
ま
で
の
規
模
に
な
り
ま

し
た
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
た
発
信
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

20
代
か
ら
30
代
の
若
者

へ
の
啓
発
活
動
の

一
環
と
し
て
実
施
。
首

都
圏
の
大
学
生
が
舞
鶴
引
揚
記
念
館
に
つ

い
て
独
自
に
学
習
し
、
情
報
収
集
を
行
う

ほ
か
、
記
念
館
職
員
か
ら
の
説
明
や
記
念

館
へ
の
訪
問
、
関
係
者
へ
の
取
材
な
ど
を

通
じ
て
感
じ
た
こ
と
を
記
念
館
の
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
に
投
稿
し
ま
す
。

目
白
大
学
（
東
京
都
新
宿
区
）
メ
デ
ィ

ア
学
部
の
有
志
学
生
と
連
携
し
た
「
目
白

大
学

・
舞
鶴
引
揚
記
念
館
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
最
初
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
8
月

lO
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

セ
ッ
シ

ョ
ン
に
は
6
人
の
学
生
と
、
舞

鶴
引
揚
記
念
館

・
史
実
の
継
承
係
の
松
岡

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
開
催

患
美
係
長
が
参
加
。
学
生
か
ら
は
「
シ

ベ
リ
ア
で
の
生
活
が
分
か
る
資
料
は
あ

り
ま
す
か
？
」
「
学
生
語
り
部
の
方
が
ど

う
い
う
き
っ
か
け
で
語
り
部
に
な
っ
た

の
か
聞
い
て
み
た
い
」
「
記
念
館
で
は
ど

の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す

か
？
」
な
ど
、
記
念
館
の
活
動
に
関
し

て
積
極
的
に
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
舞
鶴
市
の
特
産
品
や
グ
ル
メ
な

ど
に
関
す
る
質
問
も
出
さ
れ
、
舞
鶴
に

行
っ
た
こ
と
が
な
い
学
生
た
ち
の
、
舞

鶴
へ
の
興
味
も
広
が
り
ま
し
た
。

松
岡
係
長
は
、
「
し
っ
か
り
と
事
前
準

備
を
し
た
上
で
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
臨
ん
で

い
た
だ
い
た
よ
う
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問

を
投
げ
掛
け
て
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
時

間
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会

を
通
し
て
引
き
揚
げ
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
」

と
話
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ヘ
期
待
を
寄
せ

ま
し
た
。
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10言語の動画で配信する「AmigoSuzuka」

こ
の
後
、
参
加
し
た
学
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
視
点
で
感
じ
た
舞
鶴
引
揚
記
念
館
に
関

す
る
記
事
を
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
投
稿
。

9
月
上
旬
現
在
、
「目
臼
大
学
の
学
生
が
見

た
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、
数
件
の
記
事
が
投
稿

さ
れ
て
い
ま
す
。

8
月
末
に
投
稿
さ
れ
た
記
事

「シ
ベ
リ

三
重
県
鈴
鹿
市
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、

日
本
語

が
分
か
り
づ
ら
い
外
国
人
に
も
情
報
が

伝
わ
る
よ
う
、
外
国
人
市
民
向
け
の
ユ
ー

チ
ュ

ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル

「
A
m
i
g
o

s
u
z
u
k
a
」
（
ア
ミ
ー
ゴ
ス
ズ
カ
）

学
生
が
率
直
な
意
見
を
投
稿

いんどねし●こ
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わくちん せっし●けん とど

ワクチンの接糟券が届く
わくちん とやく よやくほうほう

ア
で
生
き
て
い
た
抑
留
者
」
で
は
、

3
年

の
男
子
学
生
が
白
樺
日
誌
や
虜
用
郵
便
葉

書
な
ど
の
展
示
資
料
に
つ
い
て
触
れ
、

「苦
し
い
中
で
も
生
き
抜
い
た
人
々
の
物

語
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

一
方
で
、

「戦
争
が
癖

し
た
悲
惨
な
事
柄
や
平
和
の
意
味
を
知
る

こ
と
を
、
現
代
に
生
き
る
私
達
は
ど
こ
か

面
倒
く
さ
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
し
、

一

■
外
国
人
市
民
向
け
に
多
言
語
動
画
で
情
報
発
信
鈴
鹿
市

を
開
設
。
感
染
防
止
対
策
や
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
流
れ
な
ど
関
連
の
情
報
を
、
多
言

語
に
よ
る
動
画
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

「ア
ミ
ー
ゴ
ス
ズ
カ
」
で
、
こ
れ
ま
で
公

開
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ

ま
で
に
行
う
手
順
を
紹
介
し
た
「
ワ
ク
チ

ン
を
打
つ
ま
で
」
「W
e
b
予
約
の

と
り
方
」
「
予
診
票
の
書
き
方
」「
集

こ
の
投
稿
記
事
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、

「新
し
い
視
点
で
、
知
ら
な
い
歴
史
に
つ

い
て
学
ぶ
人
が
増
え
て
い
っ
て
く
れ
た
ら

い
い
」
と
綴
っ
て
い
ま
す
。

学
習
の

一
環
や
修
学
旅
行
先
な
ど
、
中

高
生
に
と
っ
て
は
訪
問
す
る
機
会
が
比
較

的
多
い
記
念
館
で
す
が
、
そ
れ
以
上
の
大

学
生
や
20
代
の
若
い
世
代
と
の
接
点
が
少

な
い
こ
と
が
課
題
で
し
た
。
松
岡
係
長
は
、

団
接
種
会
場
の
流
れ
」
な
ど
。

鈴
鹿
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
外
国
人
市
民

向
け
に
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
と
ス
ペ
イ
ン

語
、
普
通
の
日
本
語
よ
り
も
簡
単
で
外
国

人
に
も
分
か
り
や
す
い
「
や
さ
し
い
日
本

語
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
情
報
発
信
し
て
き
ま

し
た
。
今
回
の
動
画
で
は
、
こ
の
3
言
語

「今
回
の
投
稿
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
き
っ
か

け
に
、
学
生
た
ち
の
記
事
に
共
鳴
す
る
人

が
増
え
て
い
く
こ
と
で
、
若
者
か
ら
若
者

へ
の
継
承
活
動
が
実
践
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

舞
鶴
市
で
は
、
舞
鶴
港
へ
引
き
揚
げ
第

ー
船
が
入
港
し
た
lO
月
7
日
を
「
舞
鶴
引

き
揚
げ
の
日
」
と
し
て
制
定
し
、
市
民
な
ど

へ
の
広
報
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

に
加
え
、
英
語
や
中
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語

や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
な
ど
7
言
語
で
も
配

信
し
て
い
ま
す
。

動
画
は
そ
れ
ぞ
れ
約
2
8
3
分
で
、
大

き
め
の
文
字
と
簡
潔
な
図
を
基
本
に
、
イ

ラ
ス
ト
や
写
真
、
映
像
な
ど
も
活
用
し
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
た
め
の
流
れ
を

分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

昌/~i ;竺
ー＝日＝一やさしい日本語 ●YouTubeチャンネル

「AmigoSuzuka（アミ ーゴスズカ）」
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